
■自殺（自死）は誰にでも起こりうる社会的な問題
「令和3年版自殺対策白書」（厚生労働省）による
と、令和2（2020）年の自殺者数は全国で21,081人、
前年より912人増加しています。特に女性や児童生
徒の自殺の増加が目立っています。

（1）新型コロナウイルスによる影響
働く女性の自殺が増加しており、その背景には、働

く女性の半数以上が非正規雇用で、雇い止めやシフ
ト減等の労働環境の悪化が自殺者の増加につなが
る要因の一つだと考えられています。
また児童生徒の自殺も令和2（2020）年度は
499人と、前年度より140人増加しています。その
背景には休校による親子関係の不和や、進路の悩み、
学業不振、友だちとの不和など、心が不安定になっ
ていることが要因だと考えられています。

（2）インターネットによる誹謗中傷
インターネットによりコミュニケーションの輪が広がり便利になる一方で、インターネット上でのいじめなどインター

ネットを悪用した他人への中傷や侮辱、差別的な書き込み、プライバシーの侵害等の人権侵害につながる情報が流れ
ています。最近では、SNS等の誹謗中傷により自殺に追い込まれる状況が生まれるなど、社会問題化しており、イン
ターネットにおける誹謗中傷にかかわる発信者情報の開示に関する法改正等も進められています。

（3）私たちができること
新型コロナウイルスの影響やSNS等の私たちに身近なコミュニケーションツールが、自殺の原因や動機となってし
まうように、いつ誰が死にたい気持ちを抱く状況になっても不思議ではありません。
もし家族や友人等周りにいる人たちの様子がいつもと少し違ったり、普段より落ち込んでいたりするような変化を感

じたときには、勇気を出して声をかけてみたり、相談機関や医療機関等の専門
家に相談するように促すなどしましょう。私たちの行動で救える命があるとい
うことをまずは知ること、そして行動につなげていくことで自殺予防につな
がっていくのではないでしょうか。

■日本における自殺対策の取組
平成10（1998）年以降、自殺者数が毎年3万人を超える状況を受け、平成
18（2006）年に「自殺対策基本法」が制定されました。また、政府が推進すべ
き自殺対策の指針として平成29（2017）年7月に「自殺総合対策大綱～誰
も自殺に追い込まれることのない社会の実現を目指して～」が閣議決定され
ました。
そして、自殺対策基本法に基づき、毎年9月10日から16日を「自殺予防週
間」、毎年3月を「自殺対策強化月間」と定めて、国、地方公共団体、関係団体等
が連携して「いのち支える自殺対策」という理念で啓発活動を推進しています。
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■大阪府における自殺対策
大阪府では総合的な自殺対策を推進するため「大阪府自殺対策基本指針（平成30（2018）年3月一部改正）」を策
定しています。また、大阪府こころの健康総合センターに自殺対策の中心的役割を果たす大阪府自殺対策推進セン
ターを設置（平成28（2016）年4月）し、市町村や関係機関と連携しながら自殺対策事業を実施しています。

●「大阪府自殺対策基本指針（平成30（2018）年3月一部改正）」
　https://www.pref.osaka.lg.jp/chikikansen/jisatukihonsisin3003/index.html

■ひとりで悩まないで
警察庁自殺統計に基づく令和2（2020）年中の自殺者数の状況は、全国で21,081人、大阪府では1,409人で、
全国、大阪府とも前年より増加しています。
自殺は、病気や障がい、慢性的な疼痛等の健康問題、倒産や失業、多重債務等の経済・生活問題、介護・看病疲れやい

じめ等様々な要因が複雑に絡み合い、「その多くが追い込まれた末の死」であり、「その多くが防ぐことができる社会的
な問題」であると言われています。
悩みを抱えている方は、一人で悩まず、専門の相談機関にご相談ください。
また、身近な方の悩みに気づいたら、温かく寄り添いながら、悩みに耳を傾け、専門家への相談をすすめ、じっくりと
見守りましょう。

https://www.pref.osaka.lg.jp/kokoronokenko/no_nayami/

●悩みの相談窓口一覧
https://www.pref.osaka.lg.jp/kokoronokenko/soudankikan/jisatsu_soudan.html

電話相談窓口のご紹介

電　　話:0570－064－556
相談時間：月～金　9:30～17:00（祝日・年末年始を除く）
※18：30～22：30（受付は22：00）にも民間団体による
　相談対応を行っています。
※大阪市在住の方、堺市在住の方等、お住まいの地域により
　相談時間が異なります。

こころの健康相談統一ダイヤル

一般社団法人社会的包摂サポートセンター
よりそいホットライン

電　　話：0120－279－338
相談時間：24時間　365日

認定NPO法人国際ビフレンダーズ
大阪自殺防止センター

電　　話：06－6260－4343
相談時間：金13:00～日22:00

よりそいホットライン

大阪自殺防止センター関西いのちの電話

こころの健康相談統一ダイヤル

電　　話：06－6309－1121
相談時間：24時間　365日

関西いのちの電話

様々な悩みを抱えてお困りのとき、生きることが辛く感じられるときは、ひとりで悩まずに、ぜひ一度、相談してみてください。

■自殺者数の推移
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7,026
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